
研究大会 
【日時】令和５年 11月８日(水) 午後 1時～ 【会場】ホテルルブラ王山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催者の高体連会長・副会長の皆様 

ご来賓の皆様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子優勝は豊川高校でした。 

小島寿文 愛知県高体連会長のご挨拶 

栗木晴久 愛知県教育委員会教育部長 
小林整次 公立高等学校長会長 

【開会式】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【研究発表】 

3会場に分かれ、6つの研究発表行われました。(写真は抜粋) 
 

第１分科会 発表者 森山 怜子（愛知県立刈谷高等学校、硬式野球） 

『高校野球の普及活動 ～魅力ある高校野球をいつまでも～』 

           小林 祐介（中部大学第一高等学校、サッカー） 

『当たり前は当たり前でない。常識にとらわれない挑戦。』  

助言者 磯村 幸彦（愛知県立大府東高等学校長） 

 

第２分科会 発表者 市川 大訓（名古屋大谷高等学校、柔道） 

『指導者の理念が及ぼす影響』 

           成田 敦彦（愛知県立西春高等学校、弓道） 

『弓道部創設への道』 

助言者 久保田 竜弥（愛知県立一宮北高等学校長） 

 

第３分科会 発表者 若子 雄大（愛知県立阿久比高等学校、体操） 

『部活動の価値を高める方法』 

         氏家 幸一（愛知県立小牧工科高等学校、登山） 

『登山系活動の持続可能性』 

助言者 川合 良司 （愛知県立佐屋高等学校長） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元プロ野球選手で本塁打王を獲得された大打者、山﨑武司 様の講演会

を行いました。 

選手時代の様子を熱く語っていただきました。 

今後、子供たちを指導していくうえでのヒントをたく

さんいただきました。 


